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五
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十
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日
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（
質
問
の 

二
一
） 

答

弁

第

二

一

号 

   

衆
議
院
議
員
金
瀬
俊
雄
君
提
出
成
田
空
港
周
辺
地
域
の
航
空
機
騒
音
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
七
二
第
二
一
号 

昭
和
四
十
九
年
五
月
十
七
日 

衆

議

院

議

長 
前 
尾 

繁 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

田 

中 


一 

 

榮 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
金
瀬
俊
雄
君
提
出
成
田
空
港
周
辺
地
域
の
航
空
機
騒
音
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る 

答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

(1)
及
び

(2) 

御
質
問
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
け
る
飛
行
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
六
、
〇
〇
〇
フ
ィ
ー

ト
を
確
保
す
る
よ
う
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

(3) 

御
質
問
に
係
る
運
輸
省
の
千
葉
県
に
対
す
る
回
答
は
、
Ａ
滑
走
路
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
Ｂ
及
び
Ｃ
滑
走
路
に
つ
い
て
は
、
供
用
可
能
と
な
つ
た
時
点
で
、
航
空
機
の
性
能
・
管
制
方
式
等

を
勘
案
し
て
飛
行
コ
ー
ス
を
設
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

(4) 

飛
行
方
式
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
隣
接
の
区
域
及
び
そ
こ
に
お
け
る
飛
行
コ
ー
ス
の
構
成
と
の
関
係
を

前
提
と
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
ま
で
直
進
上
昇
す
る
と
い
う 



二
に
つ
い
て 

(3)
及
び

(4) 

公
団
と
し
て
は
、
音
源
の
高
さ
の
変
化
に
よ
る
防
音
堤
及
び
防
音
林
の
減
衰
効
果
を
考
慮
し
て
曲

線
で
表
現
し
た
が
、
将
来
更
に
こ
れ
ら
の
減
衰
効
果
と
航
空
機
の
滑
走
距
離
・
上
昇
パ
タ
ー
ン
等
と
の
関
係

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。 

(1)
及
び

(2) 

新
東
京
国
際
空
港
（
以
下
「
新
空
港
」
と
い
う
。
）
の
周
辺
に
設
置
す
る
防
音
堤
及
び
防
音
林
の
効
果

に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
二
年
、
新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
が
日
本
音
響
学
会
及
び

日
本
林
業
技
術
協
会
に
諮
問
し
た
結
果
に
よ
つ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

航
空
機
の
上
昇
率
は
、
機
種
・
重
量
・
風
向
・
風
速
・
大
気
温
度
・
速
度
・
旋
回
等
に
よ
つ
て
異
な
る
の

で
、
Ｂ

7
4
7
・
最
大
離
陸
重
量
・
無
風
の
想
定
の
下
で
も
、
夏
の
暑
い
日
の
温
度
及
び
上
昇
方
法
の
差
異

に
よ
り
あ
る
高
度
に
達
す
る
地
点
は
異
な
つ
て
く
る
。 

想
定
で
は
成
田
空
域
で
の
具
体
的
な
状
況
に
適
応
で
き
ず
、
具
体
的
な
飛
行
コ
ー
ス
は
設
定
で
き
な
い
。 

四 

 



(7)
か
ら

(10)
ま
で 

逆
推
力
の
騒
音
は
、
飛
行
場
内
の
地
上
騒
音
で
あ
り
、
離
陸
音
と
同
様
に
考
え
て
、
こ
れ
ら

の
騒
音
の
影
響
を
場
外
に
で
き
る
だ
け
与
え
な
い
よ
う
検
討
し
て
お
り
、
防
音
堤
及
び
防
音
林
の
設
置
や
そ

の
他
緩
衝
緑
地
帯
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
減
少
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
の
で
、
公
団
に
お
い
て
こ
れ
ら 

(6) 

新
空
港
に
お
け
る
航
空
機
の
発
着
数
は
年
間
南
側
、
北
側
と
も
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
予

測
騒
音
コ
ン
タ
ー
図
の
作
成
に
当
た
つ
て
は
、
年
間
離
陸
便
全
便
が
南
側
か
ら
の
み
離
陸
し
、
着
陸
便
全
便

が
北
側
の
み
か
ら
着
陸
す
る
騒
音
コ
ン
タ
ー
図
を
作
成
し
、
次
に
北
側
の
み
か
ら
離
陸
し
、
南
側
の
み
か
ら

着
陸
す
る
騒
音
コ
ン
タ
ー
図
を
作
成
し
て
、
両
方
を
一
枚
の
図
面
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い 

る
。 

(5) 
防
音
堤
及
び
防
音
林
に
つ
い
て
は
、
場
内
の
地
上
騒
音
を
空
港
周
辺
に
対
し
軽
減
す
る
も
の
で
あ
る
の 

で
、
更
に
前
記
の
答
申
に
基
づ
き
防
音
堤
及
び
防
音
林
の
設
置
箇
所
・
構
造
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
予
測

騒
音
コ
ン
タ
ー
図
を
縮
小
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

五 

 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

(2) 

Ｃ
滑
走
路
の
予
測
騒
音
コ
ン
タ
ー
図
に
つ
い
て
も
、
環
境
基
準
に
示
さ
れ
た
騒
音
測
定
法
に
よ
り
、
同
一

の
騒
音
基
準
で
作
成
す
る
考
え
で
あ
る
。 

(1) 

公
団
が
、
Ｃ
滑
走
路
の
予
測
騒
音
コ
ン
タ
ー
図
を
作
成
し
、
公
表
し
た
こ
と
は
な
い
。 

新
空
港
に
係
る
民
家
の
防
音
工
事
に
つ
い
て
は
、
今
後
公
団
に
お
い
て
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空

機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
の
二
に
基
づ
く
惜
置
を
と
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な 

騒
音
対
策
に
つ
い
て
は
、
十
年
以
内
に
環
境
基
準
を
達
成
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
空
港
計
画
を
考
え
て
い
る
。 

を
検
討
中
で
あ
る
。 

前
回
の
回
答
は
、
空
港
計
画
に
お
い
て
騒
音
対
策
が
従
属
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

六 

 



六
に
つ
い
て 

(8) 

防
音
住
宅
の
実
験
工
事
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
の
助
言
を
得
て
調
査
を
行
つ
て
い
る
。 

(4)
か
ら

(7)
ま
で 

民
家
の
防
音
工
事
に
つ
い
て
は
、
居
住
性
の
問
題
を
含
め
で
き
る
限
り
そ
の
改
善
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。 

(3) 

公
正
な
調
査
研
究
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。 

(2) 

財
団
法
人
航
空
公
害
防
止
協
会
は
、
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
軽
減
の
た
め
の
諸
対
策
・
諸
研
究
に
寄

与
し
、
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
の
改
善
等
の
目
的
を
も
つ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

(1) 

御
質
問
に
係
る
調
査
・
研
究
費
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

お
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。 

昭
和
四
十
八
年
度 

 
 

八
、
〇
一
一
千
円 

昭
和
四
十
七
年
度 

 

一
三
、
八
〇
〇
千
円 

七 

 



八
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

(1) 

野
毛
平
地
区
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
同
地
区
の
住
民
と
十
分
に
話
し
合
い
、
納
得
の
う
え
地
元
住
民
の
意

志
を
第
一
と
し
た
も
の
で
、
将
来
公
団
と
移
転
者
と
の
間
に
問
題
が
起
こ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
聞
い
て

い
る
。 

(3) 

防
音
校
舎
に
お
い
て
も
温
度
・
照
度
・
換
気
・
静
か
さ
等
が
適
切
に
保
持
さ
れ
る
な
ら
ば
、
教
育
環
境
が

損
な
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。 

(2) 

教
室
や
屋
内
運
動
場
等
の
区
分
に
応
じ
て
温
度
・
照
度
・
換
気
・
静
か
さ
等
が
適
切
に
保
持
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。 

(1)
及
び

(4) 

教
育
施
設
の
防
音
工
事
は
、
騒
音
に
よ
つ
て
生
じ
た
障
害
を
除
去
し
、
良
好
な
教
育
環
境
を
保
持

す
る
た
め
に
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

八 

 



(3) 

新
空
港
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
八
年
八
月
運
輸
大
臣
は
、
航
空
審
議
会
に
「
新
東
京
国
際
空

港
の
候
補
地
及
び
そ
の
規
模
」
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
、
同
審
議
会
は
、
航
空
管
制
・
気
象
条
件
・
工
事
上

の
問
題
・
都
心
と
の
連
絡
な
ど
の
立
地
条
件
を
検
討
し
た
結
果
、
同
年
十
二
月
千
葉
県
富
里
村
付
近
が
候
補

地
と
し
て
最
も
適
当
で
あ
る
旨
を
答
申
し
た
。 

(2) 
運
輸
省
は
、
昭
和
四
十
年
か
ら
昭
和
四
十
一
年
七
月
の
新
空
港
の
位
置
決
定
ま
で
、
千
葉
県
と
騒
音
対
策

に
つ
い
て
協
議
を
行
つ
て
お
り
、
ま
た
、
昭
和
四
十
一
年
六
月
に
は
、
運
輸
省
よ
り
県
・
県
議
会
・
成
田

市
・
芝
山
町
・
地
元
住
民
に
対
し
新
空
港
の
騒
音
地
区
の
範
囲
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
つ
て
い
る
。 

そ
の
後
政
府
部
内
に
お
い
て
更
に
検
討
が
続
け
ら
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
、

(ア )
国
有
財
産
で
あ
る
下
総
御

料
牧
場
及
び
県
有
地
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
、

(イ )
買
収
民
有
地
を
で
き
る
だ
け
小
範
囲
に
と
ど
め
る
こ

と
、

(ウ )
気
象
上
の
条
件
及
び
工
事
上
の
条
件
が
整
つ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
観
点
か
ら
、
昭
和
四
十
一
年
七
月

四
日
の
閣
議
で
新
空
港
の
位
置
は
、
千
葉
県
成
田
市
三
里
塚
町
を
中
心
と
す
る
地
区
と
す
る
こ
と
に
決
定
さ 

九 

 



九
に
つ
い
て 

(1)
及
び

(2) 

昭
和
四
十
六
年
一
月
八
日
付
け
で
友
納
千
葉
県
知
事
か
ら
「
新
空
港
を
利
用
す
る
航
空
機
の
運
用

時
間
に
つ
い
て
、
緊
急
の
場
合
を
除
き
二
十
三
時
か
ら
六
時
ま
で
の
運
航
停
止
を
厳
守
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

二
十
二
時
以
降
の
運
航
便
数
を
極
力
制
限
さ
れ
た
い
。
」
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
橋
本
運
輸
大
臣
は
、
こ
れ
に

対
し
同
年
一
月
二
十
九
日
付
け
で
「
二
十
三
時
か
ら
六
時
ま
で
の
間
は
航
空
機
の
運
航
ダ
イ
ヤ
を
認
め
な
い

こ
と
と
す
る
が
、
航
空
機
の
運
航
に
当
た
つ
て
遅
延
等
を
生
じ
た
場
合
は
、
例
外
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と

し
た
い
。
ま
た
、
二
十
二
時
以
降
の
運
航
便
数
に
つ
い
て
も
、
東
京
国
際
空
港
の
現
行
便
数
を
上
回
ら
な
い

よ
う
に
努
力
し
た
い
。
」
と
の
回
答
を
行
つ
て
い
る
。 

(4)
及
び

(5) 

航
空
機
騒
音
に
つ
い
て
の
千
葉
県
知
事
の
関
係
住
民
に
対
す
る
説
明
内
容
は
、
了
知
し
て
い
な

い
。 

れ
た
。 

一
〇 

 



十
に
つ
い
て 

(3) 
公
団
は
、
新
空
港
の
騒
音
対
策
の
前
提
と
し
て
、
東
京
国
際
空
港
と
同
等
の
早
朝
・
夜
間
の
発
着
規
制
を

想
定
し
て
い
る
。 

(ハ ) 

(イ )
及
び

(ロ )
に
よ
り
、
新
空
港
開
港
後
の
成
田
空
域
及
び
羽
田
空
域
に
つ
い
て
の
当
初
構
想
を
変
更
す
る
必 

(ロ ) 

内
陸
に
お
け
る
離
着
陸
以
外
の
飛
行
高
度
に
つ
い
て
六
、
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
以
上
と
す
る
と
と
も
に
、
運

輸
省
と
し
て
は
九
十
九
里
か
ら
利
根
川
ま
で
の
間
の
直
進
上
昇
・
直
進
降
下
を
基
本
と
す
る
出
発
進
入
コ
ー

ス
に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
十
分
な
高
度
を
と
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。 

(イ ) 

新
空
港
北
側
よ
り
着
陸
す
る
航
空
機
の
御
宿
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｍ
Ｅ
か
ら
利
根
川
ま
で
の
間
の
飛
行
高
度
を
六
、

〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
以
上
と
す
る
こ
と
を
勘
案
し
て
検
討
し
て
い
る
過
程
で
、
御
宿
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｍ
Ｅ
は
羽
田
空

域
用
に
使
用
し
た
方
が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
で
て
き
た
こ
と
。 

諸
制
約
の
内
容
は
以
下
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。 

一
一 

 



 

一
二 

要
が
生
じ
た
こ
と
。 

な
お
、
こ
の
よ
う
な
制
約
が
発
生
し
た
の
は
、
当
初
の
構
想
が
た
て
ら
れ
て
か
ら
以
降
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




